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1 はじめに 

駅や空港に設置してあるデジタルサイネージを利

用してお土産などを販売するネットショッピングシ

ステムでは,多様なユーザに対応すべく多言語に対

応する必要がある. 特にモール型ネットショップで

は,商品の出品企業が商品説明文を用意する必要が

あり, 翻訳文も用意しなければならない. 商品説明

文には商品名などの固有名詞が多く出現し,翻訳ソ

フトや web 上の翻訳サービスなどの自動翻訳ではそ

れらが原因で誤った解析が行われ, 期待する翻訳結

果が出力されないケースが多い. 一方で, 商品説明

文は定型的な表現が多用されるという特徴があるこ

とから, 本稿ではパターン翻訳を用いた日英翻訳支

援システムの開発を試みた. パターン翻訳は, 入力

文が表現パターンに適合した場合に高い精度の翻訳

結果を得ることができる. 本システムでは一般のユ

ーザが利用することを想定し, 表現テンプレートの

作成や追加を簡単に行えるテンプレート構造を採用

した.  

本稿では, 本システムにおいて未知語として多く

出現すると予想される商品名等の固有名詞を, 文パ

ターンや文章情報を利用することで, 形態素解析や

構文解析を行わずに検出する手法について報告する.  
 

2  商品説明文の特徴 

ここでは通販サイト「よかもん市場」 [1] の

7,845 商品の商品説明文 28,554 文を対象にして調

査した商品説明文の特徴について述べる.  
 

・体言止めが多い 
おいしさを満喫できる贅沢な[商品名]. 

[商品名]は(普段使い/特別な日)に最適な商品. 

・名詞並列が多い 
卵,乳,小麦が…/和食,洋食,おかず等に… 

・オノマトペを含む修飾句が多い 
チュッと絞って/もっちりとした肌触り 

・固有名詞が多い 
 商品名,地名,会社名 

・定型表現が多い 
発送を持って返させていただきます. 

予めご了承ください. 

…にオススメです. 

この中で,「オノマトペを含む修飾句」や「固有

名詞」は web 上の翻訳サービスなど一般的な機械翻

訳では誤った解析が行われ, 翻訳精度を下げる要因

となるが, パターン翻訳では入力文と文パターンの

対応を取るため未知語として導出することができる. 

また定型的な表現が多いことから,表現テンプレ

ートを用いた表現パターンベースの翻訳が適応でき

ると考えられる.  
 

3  表現パターンベースの翻訳システム 

表現パターンベースの翻訳において高い精度の翻

訳結果を得るためには,大量のテンプレートを必要

とする.大量のテンプレートを適切に作成するため

には,日英対訳文などの大規模なコーパスだけでな

く, テンプレートそのものが複雑な構造を持つため, 

言語学の知識を持った専門家を要する[2].本研究で

は, システムに予め基本的な表現テンプレートを準

備しておき，必要に応じて一般ユーザが表現テンプ

レートを作成・追加できるように簡単な構造を持つ

テンプレートの仕様を定義した.  

 

3.1 テンプレート 

本システムでは,テンプレートを範疇記号,和文パ

ターン,英文パターンの 3 つの項目で構成されたも

のと定義した.範疇とテンプレートの一例を表 1,2

に示す. 
 

表 1.範疇の一例 

 

 

 

 

 

 

表 2.テンプレート記述例 

 

また,テンプレートは変数を含むもの（活性型）

と, 含まないもの（不活性型）に分類する. 不活性

テンプレートは一般的な機械翻訳の単語辞書に相当

する. 

テンプレートは人手で作成し,それらを集めてテ

ンプレート辞書とした. 

 

範疇 和文パターン 英文パターン 

s 一般的には<s> in general, E(s) 

s とにかく<s> anyway E(s) 

N 葛   Kudzu 

N <N>の風味 the flavor of E(N) 

範疇 意味 

S “。”を付けて文になる表現 

V “。”を付けられない表現 

N 名詞や名詞句 
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3.2 テンプレートの適用可能と被覆の定義 

 テンプレート T と入力文 S に対して，テンプレー

ト T に含まれる変数に入力文 S の部分列 S1 を代入

してできる文字列 S2 が入力文 S の部分列になると

き，テンプレート Tは入力文 Sに適用可能という. 

また, テンプレート T に含まれる変数を文字列に

おきかえることをテンプレートに適用すると呼ぶ. 

テンプレート T が入力文 S に適用可能なとき，テ

ンプレート T の文字列と一致する入力文 S 中の文字

列を,テンプレート T によって被覆される文字列と

呼ぶ． 

 

3.3 翻訳文生成の手順 

翻訳文生成の手順を以下に示す.  

 

手順 1 テンプレートの抽出 

入力文に対して適用可能なテンプレートを, テン

プレート辞書から抽出する. 適用可能であるテンプ

レートは, 入力文とテンプレートに含まれる文字列

との編集距離に基づいて判断する.  

適用可能なテンプレートを抽出する際, 次に示す

構造をもつ項目を作成する. 

項目:[範疇,(和文パターン,i,j),英文パターン] 

ここで i と j は, 入力文に対してテンプレートの

和文パターンが適用可能な文字列の開始位置(i)と

終了位置(j)を示している.開始位置 i が 0 の場合は

入力文頭を意味する. 

作成された項目は,和文パターンが活性である場

合は open のリストに,不活性である場合は close 

のリストに格納する. 

 
手順 2  テンプレートの合成 

翻訳文は, テンプレートの英文パターンを組み合

わせることで生成する. open と close から項目を

それぞれ取り出し, close の項目が open の項目に

適用可能である場合,項目内の和文パターンを適用

しつつ, 同時に英文パターンの合成を行う.適用さ

れた和文パターンを元に新たな項目を生成し, パタ

ーンが活性である場合は open に, 不活性である場

合には closeに追加する. 

手順 2 を適用可能な項目が存在する限り繰り返し

た結果, close 中に項目:(不活性な和文パターン, 

0,n)が存在した場合, その項目の英文パターンが翻

訳結果となる．ここで n は入力文の文字長である．

この項目が close に存在しない場合, テンプレート

の組み合わせでは翻訳が完了しないことを意味する.

その場合は, 入力文中の文字をできるだけ多く被

覆する活性テンプレートを open から求めて，その

変数部分に未知語があると推定する. 

 

4 未知語推定処理 

本システムにおける未知語の出現は, 名詞をはじ

めとする不活性テンプレートの不足と, 合成に使用

する活性テンプレートの不足が要因として考えられ

る.ユーザがシステムを使用・辞書の拡充を行うこ

とで活性テンプレートは充実するため, 未知語とし

て頻出するのは名詞をはじめとする不活性テンプレ

ートであると予想される． 

そこで今回は, 文や述語に対する十分な数のテン

プレートが予め作成されていると仮定し,不活性テ

ンプレートの不足による未知語の推定に注目する. 

入力文に未知語が存在することは，次の場合に検

出できる． 

 

（ケース１）手順 1 が終了した時点で，すべての適

用可能なテンプレートを組み合わせても被覆されな

い文字列が入力文中に存在する場合． 

（ケース２）手順 2 が終了した時点で，close に項

目:(不活性な和文パターン,0,n)が存在しない場合． 
  

名詞をはじめとする不活性テンプレートは, ケース

1 で検出可能であると予想される．そこで, 手順１

後の未知語推定を以下の手順で行う. 

1)適用可能なテンプレート群から, 被覆されてい

ない文字列を導出する. 

2)1)の文字列情報や, 既存のテンプレート, 記号

や文字種の変化の情報から未知語になりうる部分と

カテゴリの推定を行う. 

この手順によって,未知語の自動推定が可能である

かを検証する. 
 

5 おわりに 

本稿では, 一般ユーザの使用を想定した簡単な構

造を持つテンプレートを用いた表現パターンベース

の翻訳システムの概要と,システムにおける未知語

推定の手法について述べた. 

今後商品説明文を用いた実験によって,本稿の手

法によって不活性テンプレートの不足によって出現

する未知語の推定精度の検証を行う予定である. 
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